第壱場　「街はずれ」
暗転のまま、エンジエルの心の声。―心の声は、事前に録音したものを流す(全編統一)―
エンジエルの「・・・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さん。ジャッキー兄さん。兄さんの仇は、必ずあたしが討って
心の声　　　　みせる。たとえ相手が、敵であっても誰であっても、女子供でさえ

ことごとく斬って捨てるというあの傭兵でも。敵味方を問わず、周りの
者達が死に絶えてゆく事からこう呼ばれる、あの・・・」

ゼフィランサス「来ましたっ！奴です。ダイ・オフです！」
暗転が明ける。エンジエル、舞台中央やや下手よりに。上手よりゼフィランサス登場。

ゼフィランサス「来ました、今頃は橋を渡るところでしょう。」

エンジエル「ゼフィランサス、間違いないね？」

ゼフィランサス「はい。プレートのカスタムアーマーに左肩の黒い外套。得物のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),柄)と
右手を、包帯で巻きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とど),止)めて肩に担ぐあの出で立ち。間違いなく奴です。」

エンジエル「そう・・・いいね、手筈どおりだ。ぬかるんじゃないよ。分かったら行きな。」

ゼフィランサス「はい。それではまた後ほど。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あねご),姐御)の方も、お気を付けて。」

ゼフィランサス、下手に駆けていき退場。

エンジエル「・・・、・・・兄さん。」
エンジエル、迷いを振り払う様に

エンジエル「兄さんの仇はあたしが討つ！」

エンジエル、下手に駆けていき退場。しばらくの間。後、上手よりダイ・オフ登場。

ダイ・オフ「・・・。」

ダイ・オフ、そのまま下手へ退場する。

第弐場　「裏通り」
暗転明け、街娘に扮したエンジエルが下手辺り。上手の様子を伺っている。何かに気付き、
エンジエル「来たっ！」

下手へ隠れる。後、上手よりダイ・オフ。下手の方へ歩いて行った後、現れた
エンジエルがぶつかって来る。

エンジエル「きゃっ！」

弾かれたエンジエルは倒れる。それを微動だにせず見下ろすダイ・オフ。

エンジエル「ぁいたたたたた・・・」

・・・間・・・助け起こさないダイ・オフに呆然とするエンジエル。はっ、と我に返り、
自ら立ち上がって
エンジエル「ご、ごめんなさいっ！急いでいたもので、ついよそ見を・・・はっ、お願い！
助けて下さい。」

ダイ・オフの背後に隠れるエンジエル。それを追って現れるゼフィランサスと手下の二人。

ゼフィランサス「ようやく追いついたぜ、お嬢ちゃん。ん～、何だお前。」

手下Ａ「俺達ゃ、そこの娘に用があんだよ。痛い目に遭いたくなかったら、とっとと
消えなっ！」

下からメンチきって脅す手下Ａ。

エンジエル「お願いっ！ 助けて・・・」

ダイ・オフ「・・・。」

手下Ａ「こいつぁいい、このあんちゃんビビッちまってるよ。さぁ、わかったら―」

言葉を遮る様に、手下Ａの水月に前蹴りを突き刺すダイ・オフ。

ゼフィランサス「ぬなっ、貴様っ！」

ゼフィランサス、剣を抜き放つ。

ダイ・オフ「・・・抜いたな。」

ダイ・オフの様子が変わり、少し後じさるエンジエル。

ゼフィランサス「あぁ？抜いたがどうした。そんなナリして剣が怖いのか？喰らって
みたいかよぉ！」

威嚇に突き出した剣を、得物で叩き落すダイ・オフ。

ゼフィランサス「何っ！？」

剣を振り下ろした姿勢のままで、目も合わせずに

ダイ・オフ「この俺に剣を向ける。死ぬ覚悟がある、と言う事だな、貴様。」

得物を肩に担ぎ直すダイ・オフ。あわてて剣を拾い、構え直すゼフィランサス。
ゼフィランサス「くぅ、貴様！逆らおうってのか。」

ダイ・オフ「うるせえぞ、チンピラ！何のつもりか知らねぇが、斬り合う気もねぇのに
凄んでんなよ、このサルがっ！」

ゼフィランサス「んなっ・・・」

うろたえるゼフィランサス。つい、目でエンジエルに助けを求めてしまう。

エンジエルの「！？バカバカバカバカバカ！こっち見んな、バカ。もういい。もう
心の声　　　　いいから下がれって。」
つい、ジェスチャーで「こっち見んな」、「もう行け」。手で「しっしっ」とエンジエル。

ゼフィランサス「・・・はっ！？お、覚えてやがれっ！」

あわてて逃げ出すゼフィランサス。
手下Ａ「（濁った声で）あっ、待っでよアニギ～。」

悶絶していた手下Ａも、後を追い下手はけ。

ダイ・オフ「へっ、何だありゃあ。」

エンジエル「（間）あ、あのぅ～・・・」
ダイ・オフ「・・・何だねぇちゃん、まだ居たのか。良かったね、助かったね。さぁ、

もう行きな。他に用はねぇだろう？」

エンジエル「・・・、・・・あ、い、いえ、そのほら、せっかく助けて頂いたのですから・・・。
そ、そぅ、何かお礼をしなくては・・・」

ダイ・オフ「ふぅ～ん、ま、いいけどよ。俺はダイ・オフ、お前は？」

エンジエル「ま、まぁ。あなたがあの・・・」
ダイ・オフ「お前は？」

エンジエル「わ、私？私はエ・・・えぇ、アリス。そぅ、アリスと申しますわ、

ダイ・オフ様。ぉほほほほほほ・・・」

ダイ・オフ「ふぅ～ん、ま、いいけどよ。じゃあ、行こうか。」

エンジエル「え？ど、どちらへ？」

ダイ・オフ「そこの看板に『旅の道草亭』とある。」

ダイ・オフ、下手方向をアゴで指す。エンジエルも下手方向を見やる。

エンジエル「・・・そぅ、ですわね。」

ダイ・オフ「丁度、干し肉にも飽きたところだ。雪も降り出しエールも入れたい。」
エンジエル「そ、そうですわね。そう言えば私も、小腹が空いてきましたわ、ほほほ・・・」

エンジエルの「まさか、体を要求したりしないでしょうね。いくらあたしがかわゆい
心の声　　　　からって、冗談じゃないわよ。」
エンジエル「ぉ~ほほほほほほほほほほほほ・・・」

さっさと歩き出し、一人で下手へはけるダイ・オフ。それを冷ややかに見送った後、溜め
息を一つつき後を追うエンジエル。

第参場　「酒場」

カウンターに酒場の親父。他に、テーブルに客が二人いる。カウンターは下手側舞台手前。
テーブルは上手側やや舞台奥。中央奥に入り口。カウンター席のイス二つが中央手前に
あり。ダイ・オフが入って来る。親父、客がそれを見やるも、ダイ・オフは意に介さず
下手側のイスに着く。エンジエルが遅れて入って来る。客は話に戻る。エンジエルは、
ダイ・オフのとなりにちょこんと座る。

酒場の親父「いらっしゃい。」

ダイ・オフ「さてと。親父、酒と食いモンだ。精のつくモンを適当にな。」

雷の効果音。エンジエル立ち上がって↓のリアクション。

エンジエルの「やっぱりかー！男は皆そうなんかー！ 

心の声　　　　このスケベスケベスケベスケベスケベスケベ、きゃ～♡（？）」

ダイ・オフ「それと保存食だ、一週間分でいい。こっちの水袋にはワインを頼む。なんせ、
こちらのお嬢さんのご厚意だ。エールなんかじゃケチくせぇ。」

エンジエル、ダイ・オフの言葉の意味が良く分かっていない。

エンジエル「あの・・・もしかして・・・。お礼って、ここの払いでよろしいのですか？」

ダイ・オフ「まずいかね？誰かがこんな事を言っていたぜ。

『人助けをするとメシが喰える。』 」

エンジエル「とっ！とんでもありませんわっ！是非ともそぅさせて頂きますとも。

　　　　　　まったく、ドネがムキムキしちまいましたわ！ぉ～ほほほほほほ・・・」

ダイ・オフ「？ま、いいけどよ。・・・、・・・よくない。」

またしても言葉の意味が良く分からないエンジエル。

エンジエル「あの・・・何が・・・よろしくないのかしら？」
ダイ・オフ「すまない。ここは自分で払う。」

エンジエル「そんなぁ~！今更、もっとあったかくなるモノがいい。そぅ、例えばそれは
君・・・だなんて、きゃあ～♡（？）」

ダイ・オフ「・・・いや、何もいらない。別に大した事などしていない。」

エンジエル「え？いや、でも・・・。ほら、お礼は私から言い出した事ですし、ね。」
ダイ・オフ「・・・。」

エンジエル「あの・・・ダイ・オフ様？」

ダイ・オフは、少し慌ててエンジエルを見やる。そして向き直り、

ダイ・オフ(？)「俺はデュースだ。ダイ・オフは、名前を間違えられるのが嫌いだ。 気を
付けてくれ、アリス。」

エンジエル「？」
そこに、酒場の親父が料理を運んで来る。

酒場の親父「この鶏は今日一番の食材だ。それと・・・すっぽんのフルコース。精が
つく事請け合いだ。」

雷の効果音。エンジエル↓のリアクション。

エンジエルの「精なんてつけてど～すんのよぉ！やっぱりあたしは今日、大人になるの
心の声　　　　ねぇ~！いやぁ～♡（？）」
デュース「（ぼそっと）いただきます。」

エンジエル、しばしデュースを見たまま。そして席に着き直し、

エンジエル「（ぼそっと）いただきます・・・。」

二人は食事を始める。そして、フェードアウトで一度暗転。フェードインした暗転明け時
には、デュースが食事を終え立っている。

酒場の親父「ほら、保存食とワインだ。」

デュースは、カウンターに銀貨数枚を置き、その手でモノを受け取る。そして、自分の
荷物も手にして出て行こうとする。

エンジエル「あのっ！」

立ち上がって呼び止めるエンジエル。デュースは立ち止まり、

デュース「雪が止んだか。」

エンジエル「あの、よろしいのですか？もぅ、じきに陽も沈みますわ。今夜は、こちらに
お泊りになられてはいかがです？」

デュース「宿は使わない。今日はもう少し先へ行く。このディアマンテの街に用は無い。」

歩き出すデュース。

エンジエル「あのっ！・・・」
しばし待つデュース。・・・間・・・。そして歩き出す。

エンジエル「あ・・・」

入り口から出て行くデュース。それを見送るエンジエル。アゴで合図を送る親父。客二人、
手下Ｂと手下Ｃが後を追う。

酒場の親父「この後どぅしやすか、エンジェル姉さん。」
エンジエル、振り返り怒る。

エンジエル「あたしを天使と呼ぶんじゃねぇ！」

酒場の親父「あっ！す、すんません。エンジエル、姉さん。」

エンジエル、親父役の手下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むなぐら),胸倉)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),掴)んで

エンジエル「いいかい、手筈通りだ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さんの・・・いや、ヴァルハロスの仇はあたしが
討ってやるんだからね。いいねっ！」
駆け足で出て行くエンジエル。

第四場　「街中」(カット候補Ａ)
暗転明け、舞台中央上手側にデュース。下手側手下Ｂで対峙。そこへ、上手から
エンジエル追いつく。にじり寄る手下Ｂ。溜め息をつくデュース。手下Ｂの、左上段から
の袈裟斬りを奥側にかわして左腕の手甲で裏拳を入れるデュース。これは敵わぬと、上手
方向へ逃げ出す手下Ｂ。この時、エンジエルはデュースに近寄る。荷物を拾いながら、
振り返るデュース。

デュース「まだ何か用があるのか？」

エンジエル「あっ・・・いや、別に用なんてないんですけど・・・」

その時、下手より手下Ｃが静かに登場。それに気付いたエンジエル、デュースを突き飛ば
そうとする。

エンジエル「危ないっ！」
手下Ｃ「死ねっ！」（同時）

奥に避けるデュース。ばったり倒れるエンジエル。その鼻先（の地面）に、手下Ｃの
切っ先が刺さる。

手下Ｃ「あっ・・・」

しばらく突っ伏したままのエンジエル。その後、キッ、と手下Ｃを睨む。それにビビって
逃げ出す手下Ｃ。

手下Ｃ「ひっ、ひぃー。」
下手はけ。エンジエルは睨んだままフリーズ。やれやれ、と溜め息一つのデュース。

デュース、左手でエンジエルの腰の辺りを抱いて起こしてやる。そのまま、後ろ向きに
俯いたままのエンジエル。デュース、エンジエルの頭を優しく叩き、

デュース「俺のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そば),側)にいれば危ない目に遭う。アリス、ここまでだ。」

荷物を拾い直し立ち去るデュース。下手はけ。

エンジエル「・・・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さん。・・・（間）・・・。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さんの仇はあたしが討つっ！討たなきゃ
いけないんだっ！」

間の前、俯いたまま。間の後、下手方向を見てセリフ後、振り返って走り出す。上手はけ。

第伍場　「森の中―野営地―①」

中央に焚き火。その周り、腰掛用の丸木がハの字。その下手側の丸木にデュースが腰掛け
ている。しばらくは『パチパチ』と言う焚き火の音だけ。
デュース「何故だと思う？」

誰に話し掛けたのか、答える者はいない。次に開かれたのは、同じ口であったが声の調子
が違っていた。

ダイ・オフ「大方、敵討ちの類だろ？デュースにゃ悪いが、俺の名は少々売れすぎてらぁ。
覚えのあるヤツ、ないヤツ、色んな怨みを買ってらぁ。だがな、この街
どころかこの地方にだって初めて来たんだし、当然覚えなんてねぇぜ。あの
ねぇちゃんに会うのも初めてだ。チンピラの方は何日か前に姿を見たが、
あれはこちらの様子見だろ？てぇと、テヘランの街でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なん),何)かあったか？俺は
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なん),何)もしてねぇ筈だ。」

間。
ダイ・オフ「デュース、あの女も他とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おんな),同)じさ。何故遠ざけて、身を守ってやろうとする？」

デュース「・・・。」
ダイ・オフ「確かに、邪魔だと思えば斬る。だが、そんな事ぁ特別なこっちゃねぇ。

　　　　　　いつもの事だろ？・・・あいつに似てる訳でもねぇしよ。」

デュース「・・・。・・・好んで人を斬っている訳ではない。俺も、お前も。それだけだ。」

ダイ・オフ「でも結局はついて来た。当然だ、俺達は奴にとっちゃ仇そのものなんだぜ。
そこに理由なんていらねぇ！敵なれば斬る、それだけだろ。」

デュース「敵、か。アリスはそうでもないさ。多分、な。」

ダイ・オフ「けっ、『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(◇),エ)アリス』ちゃんね。どこがいんだかよ！デュース、女の趣味だきゃ
悪ぃな、お前。」

デュース「可愛いじゃないか。抜けてるところなんか特に、な。」

ダイ・オフ、思わず大笑い。

ダイ・オフ「デュース、お前がジョークを飛ばすたぁ驚きだぜ。これがアリスちゃんの
おかげなら、俺も考え直さなけりゃいけねぇな。」

また笑うダイ・オフ。「ふっ」と笑うデュース。

第六場　「盗賊ギルド」(カット候補Ｂ)
上手よりにテーブルとイス数脚。テーブルに腰掛けている態度の大きな男。その周りには
手下達がいる。Ａ~Ｄ。態度の大きな男はサイサリス。　サイサリスが中心となって談笑
している。手下達の態度はぎこちない。そこに、下手よりエンジエル。

エンジエル「楽しそうだね、サイサリス。」

サイサリス「おぉ、これはエンジェル様。今、お帰りですか。」

エンジエル「あたしを、天使と呼ぶなって言ってるだろ。」

サイサリス「おっと、これは失礼、エンジエル様。・・・ふ～ん、その格好も良く似合って
るねぇ。」
上から下まで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),嘗)め回す様に見つめるサイサリス。そして、下卑た笑い。自分の肩を抱く
様に、身を守る仕草のエンジエル。気持ち悪い。
エンジエル「ところで、何であんたは顔出さないんだい。」

軽く肩をかしげて「さぁ」とジェスチャーするサイサリス。

エンジエル「あたしの言う事が聞けないってのかい？」

サイサリス「そう言う訳じゃ・・・」

エンジエル「あたしの命令は親父の命令だよ。逆らおうってのかい！」
サイサリス「・・・。分かってるよ。次は、ちゃんと手助けしてやるよ。」

エンジエル「あんたの腕っぷしがあれば何とかなる。仇を討てるんだ。」

サイサリス「・・・。」

そこに、ゼフィランサスが下手からやって来る。

ゼフィランサス「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あねご),姐御)。」

エンジエル「うん？どうした、ゼフィランサス。」

ゼフィランサス「ダイ・オフの奴は、郊外の森で野営する様です。」
エンジエル「そうかい。・・・。とにかく、全て手筈通りにやるんだよ。サイサリス、
今回はあんたも、ちゃんと顔出しな。」

サイサリス「へ～い。」（気の無い返事）

エンジエル「ふんっ。それじゃ、あたしは先に行く。後は頼んだよ、ゼフィランサス。」

ゼフィランサス「はい。お気を付けて。」

下手からはけて行くエンジエル。それを見送ってから、ゼフィランサスに近付いて行く
サイサリス。
サイサリス「よぅ、ゼフィ～、調子はどぅだい？」
ゼフィランサス「・・・何のつもりだ？どぅかしちまったのか、サイサリス。」

サイサリス「へへっ、どぅかしたのは俺じゃねぇ。いや、これから俺も変わるんだがね。」

ゼフィランサス「？気持ち悪ぃ奴だな。ま、とにかく今はダイ・オフの方だ。

　　　　　　　　エンジエル様はあぁ言うが、とてもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てめえ),手前)の敵う相手じゃねぇんだ。

　　　　　　　　親父に言って、エンジエル様を止めてもらわねぇと・・・」

サイサリス、下卑た笑いを漏らす。手下達を振り返り、さらに笑う。それに合わせる形で、
手下達も笑い出す。

ゼフィランサス「・・・ちっ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てめえ),手前)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ら),達)何が可笑しい。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てめえ),手前)もだ、サイサリス！」

サイサリスが手をかざすと、手下達は笑うのを止めメンチ切り出す。

サイサリス「何が可笑しいかって？可笑しいのはおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めえ),前)だよ、ゼフィランサス。親父って
誰だ？おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めえ),前)に親父なんていたか？」

ゼフィランサス「阿呆がっ！俺が親父って言やマスター・クロイツの事に・・・」
わざとらしい程にニヤニヤとするサイサリス。

ゼフィランサス「て、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てめえ),手前)・・・まさか・・・」

両手を広げ、満面の笑みのサイサリス。

ゼフィランサス「そんな馬鹿な・・・」

よろよろと上手へ向かおうとするゼフィランサス。それを体で遮るサイサリス。その手に
光る物・・・。

サイサリス「安心しな。おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めえ),前)は親父様の所に送ってやるよ。それに、麗しの天使ちゃんは
俺がたっぷり可愛がってあげるよぉ。」

刺された腹を庇いながらも、後ずさり距離を取るゼフィランサス。

ゼフィランサス「この、下衆野郎がぁ～！・・・くぅ、エンジエル・・・」

振り返って、よろめきながらも、逃げ出すゼフィランサス。それを慌てて追うでもなく、
笑い出すサイサリス。それにつられるように笑い出す手下達。いつまでも続く、
サイサリスの哄笑・・・。

第七場　「森の中―野営地―②」

物・人物の配置は①と同じ。そして『パチパチ』と言う焚き火の音。時折EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくろう),梟)の鳴き声が
聞こえてくる。かなりな時間の間・・・。鳥の羽ばたきの音がして・・・上手には
いつの間にかエンジエル。

エンジエル「・・・あ、あのぅ～。」
声が小さかったのか返事はない。エンジエル意を決して、
エンジエル「あのっ！」

デュース「こちらへ来たらどうだ？そんな所じゃ寒いだろう。」

エンジエル「！あ、ありがとうございます、デュース様。」

デュース「！？」
エンジエルはゆっくり歩み寄り、上手側、デュースの向かいに腰掛ける。

デュース「何故、俺がデュースだと？」

エンジエル「？だって・・・そうなのでしょ？違いまして？」

デュース「いや・・・何故来た？」

エンジエル、思わず視線を外して、

エンジエル「それは・・・そのぅ～。」
気まずい沈黙・・・。エンジエル、少し俯き加減に様子を伺っていると、

デュース「俺は何をした？」

エンジエル「！(思わず顔を上げてしまう)」

デュース「俺とダイ・オフが多くの人間をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あや),殺)めてきたのは事実だ。だが、身を守る以上に
剣を振るった事はない。この剣に誓って。」

エンジエル、勢い良く立ち上がり、

エンジエル「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さんはっ！・・・兄さんは、意味もなく人を襲いやしないわ。身を守る為
なら、何故兄さんと兄さんの仲間達を全員、皆殺しにしなくちゃいけないの？

　　　　　　そんなの・・・そんな事、信じられないよ。」

それを聞いて、ダイ・オフが顔を出す。

ダイ・オフ「デュース、どうやらこいつはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんざい),冤罪)ってやつらしいぜ。確かテヘランでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),騙)りが
あった筈だ。シーフ・ギルドの一件、違うかい？」
エンジエル「騙り？・・・そんな。だって、テヘラン・ギルドはダイ・オフに潰された
って・・・。だって、皆そう言ってるもの。」

デュース「俺達の目的地はもっと南だ。テヘランでは仕事もしていないし泊まっても
いない。」
ダイ・オフ「そう、このディアマンテと同じだぜ。街道通りに歩いて来ただけだ。まぁ、
商店の親父が俺の人相風体を知ってたもんで噂は立っちまったがな。」

デュース「・・・アリス、俺達ではない。」

しばらくの間。エンジエルは立ったまま。そして鳥の羽ばたく音。
デュース「・・・誰か来た様だな。」

エンジエルは振り返って上手の方を見る。そこへ、よろよろと姿を現すゼフィランサス。

ゼフィランサス「あ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あねご),姐御)・・・」

エンジエル「！」

まだ、ゼフィランサスの怪我には気付かないエンジエル。

エンジエル「な・・・何の事かしら？」

ゼフィランサス「た・・・大変な事が・・・姐御ぉ、うぐぅ。」

膝をつくゼフィランサス。ここで初めて驚くエンジエル。でも混乱中。

デュース「アリス、もう正体を隠す必要はない。それに奴の様子、普通ではないぞ。」

しばらく戸惑った末に、
エンジエル「あたしはっ！・・・あたしはエンジエルだ。アリスと呼ぶな。」

（この時、街娘のコスチュームを脱ぎ捨てるアクション入れるかも）

そして、ゼフィランサスの側に駆け寄るエンジエル。

エンジエル「！ゼフィランサスッ！その怪我、一体どうしたんだい？」

ゼフィランサス「親父さんが・・・あの、や、野郎にぃ。」

その時、突然飛来した長剣がゼフィランサスに突き刺さる。
（演出上難しければ、「サイサリスが後ろから袈裟斬り」等に変更）

ゼフィランサス「ぐあっ！！！」

ばったり倒れるゼフィランサス。

エンジエル「ゼフィランサスッ！！！」

すこし後じさり、呆然とするエンジエル。デュースは、長剣飛来時に立ち上がり、身構え
ている。下手側より二人、上手側より二人、手下達が取り囲むように登場。その後に悠然
と、上手よりサイサリスがやって来る。そして、ゼフィランサスの体から長剣を引き抜く。

ゼフィランサス「・・・。」
反応はない。どうやら即死だった様だ。

サイサリス「ひゃっはぁ～、死ぃんだかゼフィランサスゥ。いつもいつも、俺様を馬鹿に
していたからだぜ、マヌケ～。」

はっ、と我に返ったエンジエル。

エンジエル「サイサリスッ！お前はぁー！！お前は！これはっ！！一体どうゆうつもり
なんだいっ！どうゆう・・・」

サイサリス「・・・エンジエル様ぁ～。後はあんただけだぁ。邪魔モンだった
ヴァルハロスの奴ぁ、どこぞの傭兵が消してくれたし、親父は俺様が殺して
やったぁ～。後はあんたがいなくなりゃあ、俺様がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ナンバー),№)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ワン),１)よぉ。この俺様が
サイサリス＝ディアマンテよぉ。」

エンジエル「そんな・・・そんな下らない事でっ、父さんを殺しただと！ゼフィランサス
まで・・・。そんな下らない事でっ！！」

エンジエルを見据えたまま、ゼフィランサスの死体に剣を突き立てるサイサリス。
エンジエル「！」

サイサリス「そんなに怒んないでよぉ。俺様、あんたは生かしといてもいいと思ってん
だからさぁ。」
エンジエル「な、何を・・・。」

サイサリス「俺様の女にしてやるよ。俺様、昔からあんたのファンだったんだぁ。壊れる
くらい激しく愛してやるよ、エンジェルちゃ～ん♡」

サイサリスの下卑た笑い。気色悪さに、思わず後じさるエンジエル。

エンジエル「あ、あたしは・・・エンジエルだ。あたしを《天使》と呼ぶな・・・」

しばらくの間。ねめまわす様にエンジエルを見るサイサリス。

サイサリス「いやだなんて言うなよな。言われると困る。だって、殺さなくちゃならなく
なるだろう？・・・、・・・、・・・。めちゃくちゃに犯して殺さなくちゃ
ならないだろぅ！愉しみだなぁ～！」

サイサリス、下卑た大笑い。手下達、ちょっと引く。

ダイ・オフ「おい。」

ダイ・オフ、エンジエルの前に出て庇う。この時、エンジエルは焚き火の辺りまで
下がっている。

エンジエル「・・・。」

サイサリス「あぁ~ん？何だおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぇ),前)？」

ダイ・オフ「デュースが言ってるぜ。下品な男だってな。俺もそう思うぜ。」
（面白演出案・つい手下達も「うんうん」と頷いてしまう。）

サイサリス「何だよ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てめぇ),手前)はよぉ！死にてぇのか？それに、下品な奴って誰だ？
　　　　　　（きょろきょろ）おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぇ),前)か？」

ダイ・オフ「おまけにおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つむ),頭)も弱いときてる。確かにこいつは、エンジエルちゃんが可哀想
だな。分かるぜ、デュース。」

エンジエル「・・・。」

サイサリス「！俺様の事きゃあ？」
ダイ・オフ「あぁ、デュース。俺も嫌いだ。」

サイサリス「ぶっっっっっ、殺してやるぁぁぁ！」

サイサリス、ゼフィランサスに刺したままの長剣を取ろうと手を伸ばす。その刹那、
ダイ・オフが一閃。得物を担ぎ直し、

ダイ・オフ「しかも弱ぇ。」

絶命し、どうと倒れるサイサリス。

手下Ｄ「あぁっ！サイサリス様が一撃で！？・・・に、逃げろぉ、殺されるぅ。」

脱兎の如く逃げ出す手下達。下手側、一人逃げ遅れる手下。それに気付くダイ・オフ。
手下、はっ、と我に返り逃走。しばし間・・・。エンジエル、ダイ・オフの前を通り
ゼフィランサスの元へ。客に背中を見せる格好。

エンジエル「ヴァルハロスってね、テヘランでギルド・マスターしてたあたしのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にい),兄)さん
なの。本当はジャッキーって名前なのにヴァルハラ・ロス、楽園を失う、
なんておかしいでしょ？」

エンジエル、下手側に移動。ダイ・オフと向かい合う形。
エンジエル「ゼフィランサスは一の子分。あたしのもう一人の兄さんみたいなものよ。」

ゼフィランサスの体から、剣を抜いてあげるエンジエル。

エンジエル「クロイツ父さんはディアマンテ・ギルドのマスターで、テヘランのギルドは
ここの支部だったの。クロイツ＝ディアマンテなんて呼ばれてた。

・・・あはっ、貴族でもないのに変でしょ。」

エンジエル、振り返りざま剣を投げ捨てる。
エンジエル「サイサリスの奴、その父さんを殺したって・・・」

肩を震わし、何かに耐えるエンジエル。

エンジエル「あたしはもう一人ぼっちだっ！」

上手に駆けていき退場。しばらくして後、暗転。

最終場　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あさ),朝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もや),靄)の森～旅立ちの朝～」

先の場面の朝方。焚き火は消えていて、下手側には盛り土に（ゼフィランサスの）剣が
刺してある。その前には数輪の献花。デュースがその前に立っている。すると、鳥の
羽ばたきが聞こえた。

デュース「・・・。」

上手より、旅支度もばっちりなエンジエル。焚き火跡を挟む形で停止。

エンジエル「あたしは天使じゃない。あたしはあたし、エンジエルよ。

　　　　　　（ANGEL→ANG”I”ELを、カンペでも出すか。要一考）

　　　　　　兄の仇、傭兵ダイ・オフ！ディアマンテの盗賊エンジエルが、お前の首を
貰い受ける為について行く。ついて行くぞっ！」

その決意の声に、鳥が羽ばたいて行く。そして、少しして微笑みを浮かべるデュース。

デュース「ふっ、好きにしな。」
下手はけ口に向きを変え、ゆっくりと歩み去るデュース。それを見送ってから、墓へと
駆け寄るエンジエル。手を合わせるでもなく、黙祷するでもなく、ただただ見つめている。

しばらくして決意を固め、下手はけ口に向き直る。エンジエルは走っての退場。その後、
思いっきり照明を明るくして場面を白くした後、突然暗転。

改訂時追記。カット候補Ａ＆Ｂは、手下のセリフや出番を増やす為に作ったシーンで、

本来は無かったもの。なので、全体が長い事に対して手を入れる場合、真っ先にカット

するシーン、の意。
そして、第壱章へ続く・・・
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